
 

゛始まっています。 

 

 

 

 

公立高校の入試制度について知ろう！ 
 前号までに、どんな高校があるのか説明をしてきました。ここからは公立高校の入試制度

について説明していこうと思います。 

 

① ほとんどの学校は 3月に。 

原則として３月に行われる「一般選抜」のみ。ただし、実技検査を行う学科（体育に関

する学科・芸能文化科・音楽科・総合造形科など）と、面接を行う学科（エンパワメント

スクールなど）は「特別選抜」として、２月中旬～下旬に学力検査と実技試験・面接が行

われます。 

 

② 同じ高校の中で、複数学科を志望できる。 

  募集人員を複数の学科等ごとに設定している高校では、他の 1学科等を第 2志望とす

ることができます。ただし、3つ以上学科があっても第 3志望はできません。 

 （例）枚方高校：第 1志望「普通科」、第 2志望「国際文化科」 

    工芸高校：第 1志望「建築デザイン科」、第 2志望「美術科」など。 

 

③ 学力検査は、５教科が基本。 

  ＊国語・社会・数学・理科・英語（リスニングテストを含む。） 

  ・定時制の課程は３教科、通信制は面接を実施。 

国語・数学・英語は難易度別に、特別選抜では２種類（A問題、B問題）、一般選抜で

は３種類（A問題、B問題、C問題）の問題が用意されます。C問題が一番難しく、A問

題が１番簡単です。特に、英語の C問題については、指示文を含めすべて英語で構成さ

れています。（日本語は書いてありません）また、筆答３０分、リスニング２５分で、リ

スニングテストの配点は約３３％となります。数学のＣ問題のみ時間が６０分となります。 

各高等学校が使用する問題の種類は、事前に公表されます。 

＊複数の学科を設置している高校は、全学科同一の問題が使用されます。 
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・各教科の検査時間と配点 

 

・英語の学力検査の英語資格の活用について 

英語については、英語検定などの外部検定によって最低保障があります。取得した級、スコ

アによって次の表のような割合で当日の点数が保障されます。スコア等に対応する英語学力

検査の読み替え率により換算した点数（最低保証点数）と当日の学力検査の点数を比較し、

高いほうが学力検査の点数となります。ただし、テストを受けなかった場合、保障はされま

せん。 

注意：出願時にスコア等を証明する公式証明書の写しを提出することが必要です。 

 

 

 


